
様式－１

中 国 地 方 整 備 局

福山河川国道事務所 日 付 平成２５年１１月２８日

記 者 発 表

件 名 国道２号 尾道バイパスの標識落下事故について

平成２５年１１月２７日(水) １７：２０頃 国道２号尾道バイパス 栗原

ＩＣの上り線オンランプ(広島県尾道市栗原町地内)にて、壁高欄に設置して

いる標識が落下しているとの通報がありました。現地を確認したところ、壁

高欄に設置されている｢合流警戒標識｣がオンランプに落下していることを確

認し、撤去するとともにコンクリート基礎の浮き部分を叩き落としました。

・落下した標識

標識板寸法：縦72㎝×横72㎝

標識支柱寸法：長さ3.6ｍ、直径75㎜

ｺﾝｸﾘｰﾄ片(基礎)：(長さ約30㎝×幅約15㎝×厚み約8㎝)×１片

(長さ約10㎝×幅約15㎝×厚み約7㎝)×１片

・被害状況：人身・物損無し

・本日より、尾道バイパスの類似構造の標識基礎について緊急点検を実施し

ます。

・原因：調査中

福山市市政記者クラブ

発 表 先 尾 道 記 者 ク ラ ブ

三 原 新 聞 記 者 ク ラ ブ

国土交通省 中国地方整備局

福山河川国道事務所

問 合 せ 先

副 所 長 沢口 俊樹
さわぐち と し き

電話：０８４－９２３－２６２０



標識落下箇所
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標識倒壊状況

オンランプへ落下した警戒標識

コンクリート基礎破損部分




